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◆　村内運動会の様子
◆　更別消防団春季消防団演習を実施！
◆　国民健康保険税の税率が変わります
◆　村のわだい
◆　村からのお知らせ
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　６月 16日、更別小学校校庭
横の花壇で更別農業高校の生徒
さんが育てた花苗を更農生徒さ
んと共に植栽しました。配置は
小学生がデザインした虹になる
よう綺麗に植えられました。



更別中央中学校 体育祭更別小学校 運動会

高齢者運動会 上更別小学校・幼稚園合同運動会

あわわわ・・・

6/24(水)

6/6 (土)

6/6 (土 )

5/30 (土 )
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　屋内広場に集合。　　足並み揃った小隊訓練。　　機敏な動きを見せた小型ポン
プ操法。　　各分団に分かれてポンプ車操法。　　分列行進。
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消
防
団
は
、
団
員
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
活
動
す
る

消
防
組
織
で
「
地
域
を
守
る
」
と
い
う
精
神
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
28
日
、小
雨
が
降
り
、肌
寒
い
中
、村
ふ
る
さ
と
館
で
更
別
消
防
団
の
春
季
消
防
演
習
が
実
施
さ
れ
、

53
名
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
屋
内
広
場
や
そ
の
横
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
小

型
ポ
ン
プ
操
法
や
小
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
隊
訓
練
後
に
は
屋
内
広
場
で
分
列
行
進
を
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
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大
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な
人
、
大
切
な
ま
ち
を
守
る

大
切
な
人
、
大
切
な
ま
ち
を
守
る

更
別
消
防
団
春
季
消
防
演
習
を
実
施
！

更
別
消
防
団
春
季
消
防
演
習
を
実
施
！上更別小学校上更別小学校

花いっぱい運動

　今年も５月下旬より、
環境美化推進協議会（霜
野敬夫会長）が主催して
実施している花いっぱ
い運動が行われ、更別
農業高等学校の生徒た
ちが育てた花苗約１万
4000 株が各行政区や学

村内各学校や

村内各学校や
地域で実施
地域で実施更別小学校更別小学校

更別幼稚園更別幼稚園

今年も彩りあざやかに

今年も彩りあざやかに

校、公共施設に植栽されま
した。
　更別小学校花壇、更別幼
稚園花壇、農村公園花壇で
は更別農業高等学校生活科
学科の生徒たちが、また、
上更別小学校国道沿いの土
管の花植えには地域の方が
参加するなど、花植えを通
してさまざま多世代交流が
行われました。役場前道路役場前道路

災
害
時
に
お
け
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る

炊
き
出
し
等
の
実
施
の
協
力
に
関
す
る
協
定

災
害
時
に
お
け
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る

炊
き
出
し
等
の
実
施
の
協
力
に
関
す
る
協
定とかちフードトラック協会

　山中　大輔代表理事　　　西山村長

締結式締結式
６
月
22
日
、
と
か
ち
フ
ー
ド
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
更
別
村
と
の
「
災

害
時
に
お
け
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に

よ
る
炊
き
出
し
等
の
実
施
に
関
す

る
協
定
」
締
結
式
が
役
場
応
接
室

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
更
別
村
内
に
お

い
て
地
震
・
風
水
害
等
の
大
規
模

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
避
難
所

に
お
け
る
炊
き
出
し
や
温
か
い
食

事
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
避

難
さ
れ
る
方
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
西
山
村
長
は
「
災
害
時
に
お
い
て
、
自

治
体
と
連
携
し
て
備
え
、
食
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
心
強
く

思
い
ま
す
」、
山
中
代
表
理
事
は
「
平
時
か

ら
防
災
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

更
別
村
で
協
定
の
締
結
は
９
町
村
目
と
な

り
ま
し
た
。
幸
い
大
き
な
災
害
が
な
く
、

出
動
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き

有
事
に
備
え
、
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
話
さ
れ
ま
し
た
。

と
か
ち
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
協
会
　
様

　
５
月
29
日
（
金
）
ま
る
元
運
動
教
室

で
阿
部
き
み
子
さ
ん
の
百
歳
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
教
室
を
運
営
す
る

N
P
O
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
推
進

セ
ン
タ
ー
よ
り
表
彰
状
と
花
束
が
贈
呈

さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
と
お
祝
い
し

ま
し
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
、
ま
る
元
運
動
教
室
を

始
め
ら
れ
て
か
ら
休
ま
ず
通
わ
れ
、
今

年
で
10
年
目
、最
年
長
の
利
用
者
で
す
。

　
「
身
体
を
動
か
し
て
、み
ん
な
と
会
っ

て
話
を
す
る
の
が
楽
し
み
」
と
教
室
の

魅
力
を
語
ら
れ
る
阿
部
さ
ん
は
他
の
参

加
者
の
励
み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
る
元
運
動
教
室
は
継
続
し
て
利
用

す
る
こ
と
で
体
力
向
上
・
維
持
へ
の
効

果
が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上

の
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ご
興
味
が
あ
る
方
は
保
健
福
祉
課

保
健
推
進
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

前列右から５人目 阿部きみ子さん

●
問
い
合
せ

   

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
０
０
０

村
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
ま
る
元
運
動
教
室
）

ま
る
元
運
動
教
室
で

　
百
歳
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
！
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●問い合せ
　住民生活課税務係　 52-2112　　　保健福祉課国保介護係　 53-3000

国
民
健
康
保
険
税
の

国
民
健
康
保
険
税
の

　

    
税
率
が
変
わ
り
ま
す

税
率
が
変
わ
り
ま
す

◆なぜ、税率の改正を行うの？
　北海道と市町村（広域連合を含む。）が保険者となり、北海道が安定的な財政運営の中心的な役
割を果たし、市町村は、被保険者の資格管理や保険税の徴収、保険事業の実施などを行っています。
　北海道においては、国の方針等に基づき、令和12年度から、全道どこに住んでいても同じ所得、
同じ世帯構成であれば、同じ保険税の負担となる「保険料水準の統一」を目指しており、本村にお
いても、被保険者の皆さまの急激な負担増を避ける観点から、段階的に保険税率等の改正を行い
ます。
◆令和８年度保険税率等の改正
　令和12年度までに北海道が示す標準保険料率の所得割と均等割に合わせるために段階的な改
正を行います。
　北海道が示す本村の令和８年度標準保険料率をもとに税率を算出しています。
◆国の税制改正による見直し
　消費者物価などの経済動向および応能負担を強化するという近年の社会保障改革の流れにより、
保険税の賦課限度額と低所得者に係る軽減判定基準を引き上げる改正を行います。

区　  分
（対 象 者）

基礎課税分
（医療保険分）※1

後期高齢者
支援金分※2 介護分 ※3 子ども・子育て

支援金分※4
（加入者全員分） （加入者全員分） （40歳以上65歳未満）（加入者全員分）

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 新規
所得割率 5.1% 5.7% 2.20% 2.30% 0.95% 1.20% 0.29%
均等割額 23,600円 24,400円 6,900 円 7,400円 7,800 円 8,100円 　900円
18歳以上
均等割額 - - - - - - 　200円

平等割額 27,000 円 変更なし 7,000 円 7,500円 6,200円 6,400円 1,000円

◉賦課限度額の改正

区　　分
（対 象 者）

基礎課税分
(医療保険分 )

後期高齢者
支援金分 介護分 子ども・子育て

支援金分

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後 新規

賦課限度額 66万円 67万円 26万円 変更なし 17万円 変更なし 3万円

◉低所得者にかかる軽減判定基準

区　  分 改正前 改正後

7割軽減 43万円+( 給与所得者などの人数 -1)×
10万円　以下 変更なし

5割軽減 43万円+(給与所得者などの人数 -1)×10
万円+(30.5万円×被保険者数 )　以下

43万円+( 給与所得者などの人数 -1)×10
万円+(31万円 ×被保険者数 )　以下

2割軽減 43万円+(給与所得者などの人数 -1)×10
万円+(56万円×被保険者数 )　以下

43万円+( 給与所得者などの人数 -1)×10
万円+(57万円 ×被保険者数 )　以下

※1　「医療保険分」…国保加入者全員が対象で、病気やけがをした時に医療費に充てる費用
※2　「後期高齢者支援金分」…国保加入者全員が対象で、後期高齢者医療制度の現役世代からの支援金分
※3　「介護分」…国保に加入する40歳以上65歳未満の方が対象で、介護保険料相当分
※4　「子ども・子育て支援金分」…国保に加入する18歳以上の方が対象で、子育ての施策の拡充に充てる費用

住民税の所得が軽減判定基準以下である場合に軽減が適用されます

■今後の更新について

●今後の更新について

■今後の更新について

■資格確認書等について

■認定証 (※ ) について

■マイナ保険証へ切替のメリット

■マイナンバーカードを保険証として利用するための事前準備

国民健康保険、後期高齢者医療制度の
資格確認書などの更新について

●問い合せ
　保健福祉課国保介護係　 53-3000　　　　北海道後期高齢者医療広域連合　 (011)290-5601

国民健康保険 現在お手持ちの資格確認書の有効期限は7月31日(金)まで

現在お手持ちの認定証の有効期限は7月31日(金)まで

現在お手持ちの資格確認書の有効期限は7月31日(金)まで

マイナ保険証を持っている マイナ保険証を持っていない
マイナ保険証は自動的に更新され、引き続き使用で
きます。

「資格確認書」をお送りします。
「資格確認書」を医療機関等に提示することで、ご自
身の自己負担割合（3割負担等）にてこれまで通り保
険診療を受けることができます。

マイナ保険証を持っている マイナ保険証を持っていない

医療機関の窓口で本人が限度額情報、特定疾病情報
の閲覧を同意することで認定証として利用することが
できます。
マイナンバー情報は自動で更新されるので申請の必
要はありません。

役場窓口への申請により、新しい「認定証」をお渡し
します。
※「資格確認書」を医療機関等に提示し、口頭で「限
　度額情報の提供」に同意することにより、マイナ保
　険証を使用する方法と同様に受診できます。

8月から使用できる資格確認書等は7月中に簡易書留郵便でお届けする予定です

マイナ保険証をお持ちでない場合、申請時期によりお渡し日が変動します

8月から使用できる資格確認書（黄緑色）は7月下旬頃に簡易書留郵便でお届けする予定です

マイナ保険証

※「限度額適用・標準負担額減額認定証」、「限度額適用認定証」、「特定疾病療養受療証」

○85歳以上の方、または84歳以下でマイナ保険証をお持ちでない方へ新しい「資格確認書」をお送りします
○84歳以下でマイナ保険証をお持ちの方は、ご自身の被保険者資格などが簡易に把握できる「資格情報のお知らせ」を
　お送りします
○以下の情報は「資格確認書」に併記することができます。ご希望の方は保健福祉課国保介護係に申請してください
　①限度区分、限度区分の発行期日
　②長期入院該当日
　③特定疾病区分、特定疾病区分の発行期日
○①②が既に併記されている方は、ご本人の希望により申請することで「資格確認書」に併記しないことも可能です

○8月1日(土)以降は、マイナ保険証または紙の資格確認書のいずれかを医療機関等に提示することでこれまでと同様に
　受診することができます

①役場窓口や証明写真機等からマイナンバーカードの発行を申請し、マイナンバーカードを取得する
②マイナポータルアプリや医療機関等の受付等でマイナンバーカードを保険証として利用する登録を行う

○特定疾病の適用や高額療養費制度の適用(※)がスムーズに受けられるようになります
○医療機関でよりスムーズに医療が受けられるようになります(※)
○タイムラグなく最新の資格情報で医療機関が受診できます
※特定疾病情報、薬剤情報及び特定健診情報等、個人情報の提供に同意が必要です

後期高齢者医療制度
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続
い
て
、
環
境
省
で
は
上
田
康
治
事
務
次
官
と

面
談
。

①
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
脱
炭
素
化
推
進

　
事
業
債
の
総
枠
の
拡
大
と
事
業
期
間
の
延
長
。

②
改
正
温
対
法
に
基
づ
く
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

　
（
区
域
施
策
編
）
の
策
定
に
対
し
て
必
要
な
支

　
援
を
講
ず
る
こ
と
。

③
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
な
ど

　
大
規
模
災
害
が
予
測
さ
れ
る
中
、「
地
域
レ
ジ

　
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
・
復
旧
力
の
意
）・
脱
炭

　
素
化
を
同
時
に
実
現
す
る
公
共
施
設
へ
の
自

　
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
導
入
推
進
事

　
業
予
算
」
の
大
幅
な
拡
充
を
図
る
こ
と
。

に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。
特
に
次
官
か
ら
は
②

に
つ
い
て
、５
割
増
し
の
60
億
円
を
予
算
計
上
し
、

７
月
１
日
よ
り
地
域
脱
炭
素
事
業
推
進
課
が
局
に

格
上
げ
さ
れ
、
地
域
共
創
型
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

　
６
月
９
日
〜
11
日
に
上
京
し
、
９
日
、
10
日
に

は
村
単
独
で
内
閣
府
に
要
請
を
行
い
、
10
日
午
後

に
は
、
全
国
町
村
会
館
に
て
行
わ
れ
た
北
海
道
町

村
会
理
事
会
へ
参
加
、
11
日
に
は
民
生
文
教
常
任

委
員
会
の
委
員
と
し
て
各
省
庁
や
議
員
会
館
へ
趣

き
、
中
央
要
請
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
早
朝
に
棚
野
会
長
か
ら
道
内
選
出
議
員
22
人
に

全
体
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
農
林
水
産
・
総

務
建
設
・
民
生
文
教
の
各
常
任
委
員
長
よ
り
分
野　

の
風
向
き
の
変
化
か
ら
、
近
く
二
次
募
集
を
開
始

す
る
と
回
答
を
得
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
厚
生
労
働
省
で
は
伊
原
和
人
事
務
次

官
と
面
談
し
、

①
自
治
体
病
院
や
診
療
所
等
に
対
す
る
支
援
の
充

　
実
。

②
医
師
・
看
護
師
等
の
確
保
対
策
。

③
物
価
高
騰
等
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
が

　
増
大
し
て
い
る
一
方
、
病
院
事
業
に
対
す
る
国
の

　
交
付
税
は
４
割
程
度
の
措
置
率
に
留
ま
っ
て
お
り
、

赤
字
経
営
が
続
き
、
財
政
破
綻
し
か
ね
な
い
現
状

　
を
抜
本
的
で
強
力
な
支
援
を
要
請
。
併
せ
て
総
合

　
診
療
医
の
要
請
と
総
合
診
療
科
の
標
榜
に
つ
い
て

　
の
要
請
。

こ
の
他
、
７
名
の
方
々
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
北
海
道
町
村
会
理
事
会
で
道
内
町
村
の
食
料
自

給
率
が
発
表
さ
れ
、
本
村
は
７
３
４
８
％
と
全
道

で
１
位
と
な
り
ま
し
た
！
生
産
者
の
皆
さ
ま
の
ご

努
力
に
敬
意
を
表
し
、
さ
ら
な
る
農
業
振
興
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

北
海
道
町
村
会
役
員
に
よ
る

　
　
　
中
央
要
請
行
動
に
参
加
！

～子供からお年寄りまで
　笑顔と笑い声があふれ、
　　一人ひとりが輝く村～

更
別
村
の
食
料
自
給
率
が

７
３
４
８
％
の
全
道
ト
ッ
プ
に

別
で
の
要
請
を
行
い
、
要
望
項
目
に
つ
い
て
、
各

議
員
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
民
生
文
教
常
任
委
員
会（
硲
興
部
町
長
、

大
西
え
り
も
町
長
、
松
村
由
仁
町
長
、
田
中
占
冠

村
長
）
の
要
請
活
動
で
は
、
は
じ
め
に
文
部
科
学

省
で
中
村
浩
之
副
大
臣
と
面
談
。
硲
委
員
長
を
先

頭
に

①
人
口
減
少
に
よ
る
高
校
入
学
者
の
減
少
傾
向
を

　
背
景
と
し
た
高
校
無
償
化
に
よ
る
私
立
高
校
へ

　
の
進
学
者
増
加
で
あ
る
一
方
、
公
立
高
校
の
進

　
学
者
が
減
少
し
て
い
る
現
状
、
地
域
に
と
っ
て

　
欠
か
せ
な
い
小
規
模
町
村
の
高
校
が
取
り
組
む

　
進
学
者
確
保
対
策
に
必
要
な
支
援
の
充
実
・
強

　
化
を
図
る
こ
と
。

②
町
村
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
等
の
促
進
。
と
り
わ

　
け
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
の
確
実
な
交
付
。

③
学
校
給
食
費
の
抜
本
的
な
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
。

を
要
請
し
ま
し
た
。

　皆さんが毎日の食事で意識されていることを思い浮かべて
みてください。美味しさ・旬・安全性・栄養面などさまざま
な要素がありますが、気にかけたい反面、日々忙しく食事づ
くりに時間をかけられられない方も多いのではないでしょう
か。私たちの体は食べたものでつくられ、“何をどう食べるか”

●問い合せ　保健福祉課保健推進係　   53-3000

各課・施設の電話／メールアドレス　→　総　務　課　 52 2111　 　soumu sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　 52 2114 　　kikaku sarabetsu.jp

健康づくり栄養教室のお知らせ健康づくり栄養教室のお知らせ

vol.143　管理栄養士　小田いつみvol.143　管理栄養士　小田いつみ

  9:30　受付・野菜摂取度測定
10:00　調理説明・実習開始
12:00　ランチ会、保健師・管理
　　　　栄養士による 健康ミニ講話
13:00　片付けして終了

日にち 　１回目　9月29日（火）　
 　2回目  11月10日（火）　
時　間　10:00～13:00（受付9:30）
場　所　更別村農業環境改善センター
　　　　料理実習室・和室
対　象　19歳以上の村民
持ち物　エプロン、三角巾、手拭きタオル
参加料　１回あたり400円

講座の魅力と学習内容

タイムスケジュール

その他

開催概要

申込方法

自家製玉ねぎ麹をマスター
１回目・２回目を通して作り方か
ら活用方法まで学びます。

幕別町で有機野菜を栽培、収
穫した野菜を使ったメニューを
提供するカフェを営む方が講師
を務めます。

講師　farm & table hiyori講師　farm & table hiyori
　　　  小笠原　美奈子 氏　　　  小笠原　美奈子 氏

玉ねぎ麹を作ります玉ねぎ麹を作ります

さ
らべ

つ健康ポイントラリー対象事業

※画像はイメージです。実際のレシピと異なります。

電話（ 53-3000）
または受付フォームで

申込期限は
　１回目 　9月18日まで
　２回目  11月   2日まで
各回定員16名に達し次第締め
切ります。

というのは大事なポイントです。中でも健康づくりでは、野
菜をしっかり摂ることはとても重要で、毎日の積み重ねにより
最大限の効果を発揮してくれます。そこで、今回は“簡単に
おいしく”をテーマに旬野菜と豆を使った献立を学ぶ料理教
室を開催いたします。

旬野菜と豆をたっぷり食べる旬野菜と豆をたっぷり食べる
ワンプレートランチワンプレートランチ

託児スペースあります！

お子さま連れの参加も大歓迎

時　間　10:00～13:00（受付9:30）時　間　10:00～13:00（受付9:30）
場　所　更別村農業環境改善センター場　所　更別村農業環境改善センター

２日間の
参加推奨

左から４人目　文部科学省　中村浩之副大臣

左から４人目　環境省　上田康治事務次官

左から４人目
厚生労働省　伊原和人事務次官

７
３
４
８
％
の
全
道
ト
ッ
プ
に
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　更別農業高等学校で東北海道学校農業クラブ連盟
主催の第 56 回東北海道学校農業クラブ連盟意見発
表大会が行われ、出場したクラブ員の生徒らは農業
生産、経営、環境、地域振興などについて発表しま
した。更別農業高校からは４名のクラブ員が参加
し、国土保全・環境創造と資源活用・地域振興の２
つの分野で3名入賞しました。入賞したクラブ員は、
８月下旬に剣淵町で行われる全道大会に出場する予
定です。

　トマト美容室前で昨年に続く２度目の「シャボン
だまるしぇ」が開催（岸優希子さん主催）され、レ
モネードや雑貨、野菜の販売やキッチンカーが集結
し、多くのお客さんが来場しました。
　岸さんは村内在住の早坂靖代さんからレモネー
ド・スタンド開催の相談を受け、イベントが実現し
ました。14時からはシャボン玉リリースも行われ、
様々な思いを乗せたシャボン玉が会場を満たしまし
た。

街中交流館 ma ・na・ca で更別村商工会商業・
サービス業部会主催の「ライブ・ＩＮ・パーティ」
が開催され、30 人のお客さんが来場しました。
　ライブでは、村内のバンド B-CAL BAND 
Jr. が５曲披露した後、３年連続出演となる滝川
市出身の瀬戸口正樹さんによる弾き語りで７曲
ほどを披露。最後は瀬戸口さんオリジナル曲の
「幸福（しあわせ）切符」をお客さんと共に大合
唱し、盛況に終了しました。

　更別小学校、上更別小学校で帯広税務署 税務広報
広聴官の桃野尚人氏を講師に租税教室が開催されま
した。更別小学校では、桃野氏から所得税や贈与税
などに関する簡単なクイズを出題。その後、税のな
い世界を描いたアニメを視聴した子どもたちは税の
大切さ学びました。教室の最後には見本の１億円を
持った子どもたちから想像以上の重さに驚きの声が
上がりました。

演奏と歌声が響く
ma・na・caでライブINパーティー

税の大切さを学ぶ
村内小学校で租税教室

東北海道の高校生が集まって意見発表
更高で意見発表大会

15 のブース、キッチンカー集まる
シャボンだまるしぇ開催

6/19

6/17 6/13

6/26

各課・施設の電話／メールアドレス　→　住民生活課　 52 2112  　　jyuumin sarabetsu.jp
          　　　　　　　　　　　　　  →　建設水道課　 52 5200　  　kensetu sarabetsu.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　

各課・施設の電話／メールアドレス　→　産　業　課　 52 2115  　　sangyou sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　 52 2211　  　furusato sarabetsu.jp　　　　　　　　　

更別民謡友の会 with さらべつかしわ太鼓保存会

さらべつオールスターズスッチョイサ踊り保存会

千葉 成子さんさらべつかしわ太鼓保存会

　
６
月
27
日
（
土
）、
ふ

る
さ
と
館
屋
内
広
場
で
友

好
姉
妹
都
市
文
化
交
流
20

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
東

松
島
市
×
更
別
村
」
文

化
交
流
の
つ
ど
い
in
更
別

が
行
わ
れ
、
1
6
6
名

が
来
場
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
東
松

島
市
か
ら
友
好
姉
妹
都
市

文
化
交
流
団
と
し
て
ハ
ラ

ハ
ラ
シ
ン
ガ
ー
ズ
、
千
葉　

成
子
さ
ん
が
、
更
別
村
か

ら
更
別
民
謡
友
の
会
、
さ

ら
べ
つ
か
し
わ
太
鼓
保
存

会
、
ス
ッ
チ
ョ
イ
サ
踊
り

保
存
会
、
さ
ら
べ
つ
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ズ
が
ス
テ
ー
ジ

に
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
歌

声
や
演
奏
、
踊
り
を
披

露
。
手
拍
子
や
掛
け
合
い

に
よ
り
会
場
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
ハ
ラ
ハ
ラ
シ
ン
ガ
ー
ズ

の
リ
ー
ダ
ー
土
井
さ
ん
は

「
更
別
に
来
る
の
は
実
に

９
年
ぶ
り
。
暖
か
く
迎
え

入
れ
て
く
れ
て
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た

来
ら
れ
る
機
会
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

VILLAGE TO
PICS

VILLAGE
TO
PICS              VILLAGE T

OP
IC
S

VILLAGE
TO

PI
CS 5days5days5days

ハラハラシンガーズの皆さん

土井　正さん
（テナー）

遠藤　文明さん
（セカンドテナー）

佐藤　栄宏さん
（バリトン）

片倉　浩由さん
（ベース）

石田　香織さん
（ピアノ）
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で
も
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
利
用
で

き
ま
す
。

●
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
で
き
る
こ
と

　
・
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
見
込
額

　
　
の
確
認

　
・
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
確
認

　
・
年
金
の
支
払
い
・
保
険
料
に
関
す

　
　
る
通
知
書
の
確
認

　
・
追
納
等
可
能
月
数
と
金
額
の
確
認

　
・
源
泉
徴
収
票
・
社
会
保
険
料
控
除

　
　
証
明
書
な
ど
の
再
交
付
申
請

　
・
各
種
届
書
の
作
成
・
印
刷
・
申
請

　
・オ
ン
ラ
イ
ン
納
付
（
納
付
書
不
要
）

　
・
私
の
履
歴
整
理
表
の
作
成

●
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
の
連
携

　
　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
と
マ
イ
ナ
ポ
ー

帯
広
刑
務
所
庶
務
課

　
　
　

48
・
７
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
０
３・２
０
４
）

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
は
、
年
金
情
報
の

確
認
や
、
年
金
に
関
す
る
各
種
手
続
き

が
行
え
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
は
、
24
時
間
い
つ

各種アイコンの説明
＝お知らせ ＝健康・福祉 ＝募集 ＝税金 ＝国民年金

日 所 対とき 場所 対象 料金 定員 申し込み 問い合せ
電話番号 ファクス メールアドレス

行政に対するご意見やご要望などを、ハガキ・Ｅメールなどでお寄せください。
※ハガキは３か月ごとに広報紙へ折り込みしています。

村からのお知らせ村からのお知らせ
Information from the VillageInformation from the Village
村からのお知らせ
Information from the Village

☎
￥ 定 申 問

FAX

日 所 対とき 場所 対象 料金 定員 申し込み 問い合せ 電話番号 ファクス メールアドレス☎ FAX問申定￥

　
宝
く
じ
の
収
益
は
、
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
も

ネ
ッ
ト
購
入
で
き
ま
す
。

●
発
売
期
間

　
７
月
31
日
（
金
）
ま
で

●
抽
選
日

　
８
月
12
日
（
水
）

公
益
財
団
法
人

　
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

　
　
　

０
１
１・２
３
２・０
２
８
１

　
公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
悩

み
を
お
受
け
す
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　
嫌
が
ら
せ
、
差
別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

な
ど
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す

●
匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

●
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

月
曜
日
〜
金
曜
日　
９
時
〜
17
時

（
祝
日
、12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

相
談
専
用
電
話

　
　
　
０
１
２
０・７
７
１・２
０
８

※
来
訪
に
よ
る
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
（
要
予
約
）

公
益
財
団
法
人

　
　
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
（
東
京
都
港
区
芝
大
門
２-

10-

12

　
　
Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階
）

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
３・５
７
７
７・１
８
０
２

退
職
金
制
度
と
も
い
え
る
も
の
で
、
将

来
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
の
重
要
な

手
段
と
な
り
ま
す
。

　
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
の
対
象
と
な

り
、
さ
ら
に
、
積
み
立
て
た
掛
金
を
担

保
に
低
金
利
で
貸
付
を
受
け
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤

　
　
整
備
機
構　
共
済
相
談
室

　
　

０
５
０・５
５
４
１・７
１
７
１

　
採
用
予
定
の
あ
る
福
祉
職
場
の
人
事

担
当
者
と
直
接
お
話
が
で
き
る
個
別
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

７
月
18
日
（
土
）

13
時
〜
15
時
30
分　

　
（
受
付
は
15
時
ま
で
）

と
か
ち
プ
ラ
ザ

　
（
帯
広
市
西
４
条
13
丁
目
１
）

福
祉
職
場
に
関
心
の
あ
る
方

　
（
一
般
・
学
生
）

無
料

●
内
容

　
十
勝
管
内
の
福
祉
職
場
人
事
担
当
者

　
の
個
別
説
明
や
就
職
相
談

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

帯
広
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
帯
広
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

27
・
２
５
２
５

　
「
北
海
道
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
、

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
を
考
え
る
日
」

　

１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）、
北
海

道
の
名
付
け
親
と
さ
れ
る
松
浦
武
四
郎

が
明
治
政
府
に
「
北
加
伊
道
（
ほ
っ
か

い
ど
う
）」
と
い
う
名
称
を
提
案
し
た

７
月
17
日
は
、「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」、

愛
称
「
道
み
ん
の
日
」
で
す
。

　

北
海
道
の
魅
力
と
価
値
を
再
発
見

し
、北
海
道
を
誇
り
に
思
う
心
を
育
み
、

よ
り
豊
か
な
北
海
道
を
築
き
上
げ
る
こ

と
を
期
す
る
日
と
し
て
平
成
29
年
に
制

定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
道
民
の
皆

さ
ま
に
は
北
海
道
に
愛
着
や
誇
り
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
北
海
道
の
魅
力
を

発
信
す
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

北
海
道
環
境
生
活
部
く
ら
し

　
　
　
　
　
　
安
全
局
道
民
生
活
課

　
　
　

０
１
１・２
０
４・５
２
１
１

　
『
小
規
模
企
業
共
済
』
は
、
小
規
模

企
業
の
個
人
事
業
主
や
会
社
の
役
員

が
、
事
業
を
廃
止
し
た
り
役
員
を
退
任

し
た
際
の
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建

を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準

備
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
経
営
者
に
と
っ
て
の

　
法
務
省
で
は
国
民
生
活
の
基
盤
で

あ
る
治
安
を
支
え
、
罪
を
犯
し
た
者

を
更
生
に
導
く
こ
と
に
よ
り
再
犯
を

防
止
し
、
も
っ
て
安
心
・
安
全
な
社

会
を
築
く
と
い
う
使
命
を
果
た
す
刑

務
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
採
用
概
要
に
つ
い
て
は
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合
で
は
令

和
９
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消
防
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
の
前
に
、
必
ず
試
験
案

内
で
受
験
資
格
と
申
込
方
法
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
試
験
案
内
は
７
月
１
日
（
水
）
か
ら

と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
、
十
勝
管

内
各
消
防
署
、
帯
広
市
役
所
１
階
総
合

窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、
と
か
ち
広
域
消

防
事
務
組
合
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

高
校
卒

●
採
用
人
数

　
試
験
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

試
験
日
程

　
・第
一
次
試
験（
一
般
教
養
試
験・適
正
試
験
）

　
　
８
月
７
日
〜
31
日
ま
で
の
期
間
内

　
　
で
、
希
望
の
日
時
で
受
験
可
能

　
　
（
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式
及
び
Ｗ

　
　
Ｅ
Ｂ
方
式
で
実
施
）

　
・
第
二
次
試
験
以
降

　
　
試
験
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

全
国
の
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
会
場

７
月
１
日
〜
28
日
の
期
間
内
に
オ

　
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
申
込
み

と
か
ち
広
域
消
防
局

　
　
　
　
　
　
総
務
課
人
事
給
与
係

　
　
　
　
　
　
　

26
・
９
１
２
１

13 各課・施設の電話／メールアドレス　→　保健福祉課　　　　　 53 3000　  　hoken sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　 52 2301　  　shinryousyo sarabetsu.jp

12各課・施設の電話／メールアドレス　→　議会事務局　 52 2117　  　gikai sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　 52 2116  　　nougyou sarabetsu.jp

福
祉
職
場
説
明
会

　
　
を
開
催
し
ま
す

小
規
模
企
業
共
済
制
度

に
つ
い
て

　
で
す
。

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

21
・
１
５
１
１

住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
　
　

52
・
２
１
１
２

　
固
定
資
産
税
と
国
民
健
康
保
健
税
の

第
１
期
納
期
限
は
、
７
月
31
日
で
す
。

納
期
内
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。　

住
民
生
活
課
税
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　

52
・
２
１
１
２

　
タ
ル
を
連
携
す
る
こ
と
で
、
次
の
情

　
報
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
確
認
で

　
き
ま
す
。

　
・
確
定
申
告
、
年
末
調
整
に
必
要
な

　
　
通
知
書

　
・
国
民
年
金
の
電
子
申
請
に
必
要
な

　
　
情
報

　
　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
は
国

　
民
年
金
の
資
格
取
得
、保
険
料
免
除
、

　
学
生
納
付
特
例
な
ど
の
申
請
が
可
能

　
で
す
。

●
注
意
事
項

・
利
用
の
際
は
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
へ

　
の
登
録
が
必
要
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
利
用
時
に
マ
イ
ナ

　
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
が
必
要

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税

納
期
限
の
お
知
ら
せ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売
中

　自衛隊帯広募集案内所
　（帯広市西５条南14丁目13 NCサウスビル）
　 23-8718
　 　obihiro.pco.tokachi@rct.gsdf.mod.go.jp

自衛官の募集のお知らせ

応募資格等詳しくはお問い合せください。

募　集
募集項目 応募資格 受付期間 試験日

航空学生

海上自衛隊
18歳以上23歳未満
航空自衛隊
18歳以上24歳未満

７月１日（水）
〜

８月28日（金）

１次　
　　９月１９日（土）または２６日（土）
２次
　１０月１５日（木）　 ～ 　２２日（木）
　　　　　　　　のうち指定する日
３次
　１１月１４日（土）～１２月１７日（木）
　　　　　　　　のうち指定する日

一般曹候補生
（第２回） 18歳以上33歳未満

※32歳の方は、採
用予定月の末日現在、
33歳に達していない
方

７月１日（水）
〜

９月１日（火）

１次
　　９月２１日（月）または２２日（火）
２次
　１０月２８日（水）または２９日（木）
　　　　　　　　　　の指定する日

２等
陸・海・空士

（任期制自衛官）

男子
　９月２７日（日）または２８日（月）
　　　　　　　　　　の指定する日
女子
　９月2９日（火）
※試験日は変更になる場合があります。

防衛大学校学生
一般

１８歳以上２１歳未満
※高卒者（見込含）
または高専３学年次
修了者（見込含）

７月１日（水）
〜

１０月１５日（木）

1次
　１０月３１日（土）
２次
　１１月２７日（金）～１２月２日（水）
　　　　　 　　　のうち指定する日

防衛医科大学校
医学科学生

７月１日（水）
〜

１０月８日（木）

１次
　１０月２４日（土）
２次
　１２月１６日（水）～１８日（金）
　　　　　　　　 のうち指定する日

防衛医科大学校
看護学科学生

７月１日（水）
〜

１０月２日（金）

１次
　１０月１７日（土）
２次
　１２月５日（土）または６日（日）
　　　　　　　　　　の指定する日

予備
自衛官補
（第２回）

一般 １８歳以上５２歳未満

５月２３日（土）
〜

９月１０日（木）
　１０月４日（日）
※試験日は変更になる場合があります。

技能

１８歳以上で国家免
許資格等を有する方
（資格により年齢上限
は５３歳未満～５５歳
未満）

７
月
17
日
は

道
民
み
ん
な
の
日

消
防
職
員
採
用
資
格
試
験

（
後
期
）
の
お
知
ら
せ

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

中小企業基盤
整備機構サイト

刑
務
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ
に
つ
い
て

法務省
ウェブサイト

とかち広域
消防事務組合
ウェブサイト

日本年金機構
ウェブサイト

13



高
体
連
を
振
り
返
っ
て

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
部　
部
長　
田
村　
優
真

　
昨
年
の
高
体
連
の
結
果
を
踏
ま
え
て
練
習

時
間
を
増
や
し
、
他
校
や
社
会
人
チ
ー
ム
と

の
合
同
練
習
等
も
行
い
、
２
度
目
の
高
体
連

に
臨
み
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
１
試
合
目
の
上
士
幌
高
校
戦

を
僅
差
で
勝
利
し
、
更
農
と
し
て
２
度
目
の

高
体
連
１
勝
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
続
く
２
試
合
目
の
帯
広
農
業
高
校
戦
で

は
、
大
差
を
付
け
ら
れ
て
敗
戦
と
な
り
ま
し

た
が
、
悔
い
が
残
る
こ
と
の
な
い
引
退
試
合

と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
を
通
じ
て
、
自
分
が
成
長
し
て
い
く

の
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
た
り
、
部
員
全

員
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

去
年
か
ら
５
人
の
メ
ン
バ
ー
と
練
習
を
積
み

重
ね
て
き
た
も
の
の
、春
の
大
会
で
は
敗
北
。

し
か
し
、
部
員
全
員
が
や
る
気
に
満
ち
あ
ふ

れ
、
努
力
の
結
果
が
高
体
連
の
１
勝
に
繋
が

っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
３
年
生
が

退
部
し
て
、
２
年
生
が
２
人
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
新
入
部
員
の
１
年
生
と
共
に

練
習
試
合
の
経
験
な
ど
か
ら
こ
れ
か
ら
の
大

会
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
先
輩
や
先
生
方
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
一

緒
に
頑
張
れ
た
こ
と
、
大
会
で
１
勝
を
挙
げ

ら
れ
た
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

高
体
連
で
得
た
経
験
を
糧
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部　
副
部
長　
寄
木　
詩
音

　
先
日
、
高
校
生
活
で
初
め
て
の
高
体
連
十

勝
支
部
予
選
に
出
場
し
、
こ
れ
ま
で
積
み
重

ね
て
き
た
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と

全
力
で
挑
み
ま
し
た
が
目
標
と
し
て
い
た

初
勝
利
に
は
あ
と
一
歩
届
か
ず
、
悔
し
さ

の
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
試
合
後
は

「
も
っ
と
で
き
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
思
い
が
こ
み
あ
げ
、
勝
つ
こ
と
の
難
し

さ
と
自
身
の
力
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
悔
し
さ
以
上
に
こ
の
大
会

で
得
た
経
験
は
私
に
と
っ
て
と
て
も
大
き

な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。
苦
し
い
場
面
で

も
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
戦
う
こ
と
。
目
標

に
向
か
っ
て
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
。

そ
し
て
仲
間
と
支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
熱
心
に
ご
指
導
く

だ
さ
る
顧
問
の
先
生
方
や
共
に
汗
を
流
し

て
練
習
し
て
き
た
仲
間
、
支
え
て
く
れ
た

後
輩
た
ち
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

こ
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
達
成
で
き
な
か
っ
た
高
体
連
初
勝

利
は
、来
年
必
ず
実
現
し
た
い
目
標
で
す
。

そ
し
て
更
別
農
業
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

と
し
て
「
全
道
大
会
出
場
」
と
い
う
大
き

な
夢
も
本
気
で
目
指
し
て
い
ま
す
。
簡
単

に
達
成
で
き
る
目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
す
る
価
値
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
新
チ
ー
ム
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
共
に
切
磋
琢
磨

し
、
１
日
１
日
の
練
習
を
大
切
に
、
応
援

し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様
に
良
い
報
告

が
で
き
る
よ
う
全
力
で
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
と
も
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文学・一般書児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『きのこのくらし』
　　吹春俊光 /監修
きのこについて詳しくな
れる子ども向けの一冊。
きのこの一生や森での役
割を教えてくれます。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分～ 18時 00分
休 館 日　火曜日および祝日 (日・月・土以外 )
住 所　更別村字更別南２線 96番地 11
　　　　　農村環境改善センター内
電 話　52-3171本本ごよみごよみ本本ごよみごよみ

で
し
い
り

す
い
ぞ
く
か
ん

（
コ
ン
ド
ウ

　
　
　
ア
キ
）

今月の読みきかせ今月の読みきかせ
7 月 18日 ( 土 )　11時 00分～ 11時 30分
■『なつペンギン』
■『どっちもね』

今月の展示今月の展示

七
、八
月
の
ス
ト
ロ
ー
ク　

  （
長
嶋　
有
）

は
い
た
つ
だ
ぞ
う

(

ま
つ
い

　
　
あ
や
）

う
み
の
い
き
も
の

い
っ
ぱ
い

(

浦
中

　
こ
う
い
ち)

こ
ん
な
に
か
わ
っ
た
！

や
さ
い
く
だ
も
の
む
か
し
・
い
ま

（
ほ
り
か
わ

　
　
あ
き
な
）

こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
!?
大
事
典
（
遠
山　
純
司　
他
）

１
０
０
日
で
理
科
に
ハ
マ
っ
ち

ゃ
う
「
い
き
も
の
」
の
は
な
し（
佐
巻　
健
男
）

ぼ
く
ら
が
や
り
た
い

10
の
こ
と

（
工
藤　
純
子
）

ト
ラ
ッ
ク
く
ん

（
え
の
も
と
え
つ
こ
）

う
き
わ
ん
わ
ん　
　
　

  （
乾　
栄
里
子
）

よ
ー
い
ド
テ
ッ
！　
　
　
（
大
塚　
健
太
）

チ
ー
タ
ー
ど
っ
ち

い
っ
た
ー
？

(

大
塚　
健
太)

日
本
百
名
山

（
松
本　
穂
高)

海
霧　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馳　
星
周
）

こ
つ
こ
つ
、
オ
ム
レ
ツ(

太
田　
忠
司)

怖
い
熊　
　
　
　
　
（
山
と
渓
谷
社
）

隣
の
畑
は
青
々
と

 (

河
﨑　
秋
子)

毎
日
が
ち
ょ
っ
と
楽
し
く
な
る

コ
ー
ヒ
ー
の
は
じ
め
方

（
坂
本　
翔
）

一
冊
で
わ
か
る

ア
メ
リ
カ
史

（
関　
眞
興
）

片
見
里
足
立

ア
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン

ふ
だ
ん
の
食
事
で
調
整
で

き
る
難
し
く
な
い
治
療
食
（
宮
本　
佳
世
子)

藤
井
恵
の
夏
ご
は
ん　
　
　
（
藤
井　
恵
）

健
康
長
寿
解
剖
図
鑑
（
島
影　
真
奈
美
）

フ
ァ
イ
ア
・
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
上
・
下

（
辻
村　
深
月)

こ
ど
も
の
心
を
育
て
る

メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
大
全 (

飯
山　
晄
朗)

(

小
野
寺　
史
宜)

お
べ
ん
と
う
バ
ス
の

こ
ろ
こ
ろ
り
ん

親子読み聞かせマラソン親子読み聞かせマラソン
　図書室では、村内にお住まいの未就学
児のお子さんを対象とした親子読み聞か
せマラソンの参加者を募集しています。
詳しくは図書室カウンターへお尋ねくだ
さい。みなさまの挑戦をお待ちしていま
す。

■一般書コーナー
　『アウトドアの本』
■児童書コーナー　
　『海の絵本』
　『夏休み自由研究の絵本』
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各課・施設の電話／メールアドレス　→　教育委員会　　 52 3171　  　kyoui sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　 53 3700　  　kosodate sarabetsu.jp
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「非日常の空間を楽しもう」をコンセプ
トに、” ママチャリ ” で真剣に順位を競う
耐久レース。夏の空の下、元気いっぱいに
ママチャリを楽しみましょう！参加募集期
間は７月31日（金）までとなりますので、
お早めに申し込みください。申し込み方法
など詳しくは、十勝スピードウェイホーム
ページを確認いただくか下記までお問い合
せください。

●問い合せ
　　ママチャリ耐久レース実行委員会
　　　　　　　  ☎ 090-2050-1220

◆参加料　
　１チーム10,000円～ 30,000円
　※クラスにより変動
◆入場料　
　高校生以上１人1,000円
　※レースの参加有無に関わらず発生

START 　９:00   START 　９:00   
GOAL 　15:00   GOAL 　15:00   
６時間耐久６時間耐久

二
は た ち
十歳を祝う会の
　実行委員を募集します
　令和９年１月開催予定の『令和９年二十歳を祝
う会』で式典の進行・運営を担当する実行委員を
募集します。
　実行委員になって、思い出に残る式典の企画を
してみませんか？
　ご応募お待ちしています。
※令和９年より午後からの開催へ変更します。

◆対象
平成 18年４月２日から平成 19年４月１日まで
　に生まれた方
◆応募期間
　７月 10日（金）～９月 30日（水）まで
◆実行委員の役割
　式典の進行・運営
◆実行委員のスケジュール
　　10月　第１回実行委員会（予定）
　　  1 月　リハーサル（式典の前日）

２０２6
全日本ママチャリ耐久レース
8月11日（火・祝日）開催決定！

各課・施設の電話／メールアドレス　→　とかち広域消防事務組合更別消防署 52 2201　　syoubou sarabetsu.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　

●問い合せ　教育委員会社会教育係　 52-3171
1415
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総人口
3,040人
（＋１人）

男性
1,487 人
（＋ 3人）

女性
1,553 人
(ー 2人）

世帯数
1,375 世帯
（ ＋ 6世帯）

誕生おめでとう

戸籍の窓口

地域安全ニュース

■更別村の交通事故死ゼロ記録
　541日（6月 30日現在）

■「地域安全運動のお知らせ」
　7月 13日から 22日まで夏の交通安全運動が
実施されます。
　ドライバーの皆さんは、安全運転を心がけま
しょう。また、7月 13 日は飲酒運転根絶の日
です。「飲酒しない、させない、許さないそして
見逃さない」という意識を持ちましょう。

どんちゃん

既読

北海道 　    更別村

Facebook&Instagram
QR コードを読み取って
フォローをしてみよう！
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